
                                                          

2019 年 8 月 21 日 

 

J.P.モルガン、STEM 教育を目的としたメンターシッププログラム「スクール・チャレンジ」をスタート 
  
2019 年 8 月 21 日、東京 - J.P.モルガンはこのたび、STEM（科学、技術、工学、数学）教育に特化したメンタ

ーシッププログラム「スクール・チャレンジ」を開始します。本プログラムは、メンタリングを通じて学生の STEM へ

の興味を引き出すとともに、STEM を使ってどのような社会課題解決が出来るかを自ら考える力を育むことを目

的とし、J.P.モルガンが独自に開発したものです。2016 年にロンドンで最初のプログラムを実施し、その後、香港、

シンガポール等世界 7 地域で展開、日本は 8 ヶ所目となります。 

 

世界中の労働市場はテクノロジーの進化やグローバル化に伴い急速に変化しています。そのような環境の下、

教育現場がその変化に対応し、生徒たちが社会で働き始める際にスムーズに移行・順応できるよう、STEM を

取り入れた教育を提供していくことが重要だと考えます。STEM、つまり科学、技術、工学、数学の 4 つの分野に

おけるスキルを組み合わせることにより、課題に立ち向かい、それを対処する自信とスキルを子どもたちに与え

ることも目的としています。 

 

本プログラムでは東京都立両国高等学校附属中学校の二年生生徒 120 人を対象に、メンターシップを提供しま

す。運営は公益社団法人ジュニア・アチーブメント日本（JAJapan）が行い、東北大学の災害科学国際研究所、

東京大学高齢社会総合研究機構がナレッジパートナーとして、また早稲田大学平山郁夫ボランティアセンター

（WAVOC）の学生が J.P.モルガンとともにメンターサポーターとして参加します。 

 

日本における今回のプログラムでは、生徒たちが J.P.モルガン社員や学生ボランティアのメンターとチームを組

み、学校が所在する東京都墨田区の課題解決に向けたツールをデザインする「チャレンジ」をチーム毎に設定し

ます。災害大国、高齢化社会という日本独特の問題に焦点を当て、STEM を使って社会課題に取り組むための

プロトタイプとなる製品・ツールを構築、6 か月後に各チームが発表を行い最も優れた策をデザインしたチームを

表彰します。 

 

J.P.モルガンのシニア・カントリー・オフィサー 李家 輝は次のように述べています。「今回、J.P.モルガンの社会

貢献の主要テーマの一つである教育の分野に貢献できることを大変嬉しく思います。日本では、グローバル人

材の育成に向け、2020 年には新しい学習指導要領の実施や、大学入試の変更等、教育改革が行われます。

STEM 教育を取り入れ、雇用市場の変化に対応できる人材を育てることは今後ますます必要となるでしょう。

我々の取り組みが、変化に適応できる子どもたちの育成に少しでも寄与することを願っています。」 

 

公益社団法人ジュニア・アチーブメント日本の代表理事 佐川秀雄は、「私たちは、社会がいかように変化しよう

とも、子どもたちが自分の力で未来を切り開いて行ける力を育むことに活動の軸を置いてきました。STEM は今

後ますます子どもたちにとって重要な分野となるでしょう。JA Japan としても STEM 教育は初めての試みですの

で、生徒から出てくるイノベイティブなアイデアを楽しみにしています」と述べています。 
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JP モルガン・チェースについて 

JP モルガン・チェース・アンド・カンパニー (NY 証取: JPM) は総資産 2.6 兆ドルを有する世界有数のグローバル総合金融サービ

ス会社です。投資銀行業務、個人・中小企業向け金融サービス業務、コマーシャル･バンキング業務、金融取引資金管理業務、資

産運用業務において業界をリードしています。世界で展開する法人向け事業は「J.P.モルガン」、米国における個人向け事業は「チ

ェース」ブランドを用いて、世界有数の事業法人、機関投資家、政府系機関および米国の個人のお客様に金融サービスを提供して

います。また、当社は JP モルガン・チェース財団を通じて世界の様々な NPO や慈善団体に対しグラントを拠出し、活動を支援し

ており、2023 年までに 17.5 億ドルを拠出することを約束しています。雇用創出につながる取り組みや就労支援、地域社会の発展

につながる取り組みや起業支援、金融専門力提供による支援に注力しています。 

 

日本における J.P.モルガンについて 

日本における J.P.モルガンの歴史は、関東大震災の翌年に日本政府が初めて発行した震災復興公債を引き受 けた 1924 年に

遡ります。日本においては、JP モルガン証券株式会社、JP モルガン・チェース銀行東京支店、JP モルガン・アセット・マネジメント

株式会社が事業を展開しています。投資銀行、債券・株式・為替取引、資金決済・貿易金融、資産管理の媒介、資産運用など幅広

いサービスを法人のお客様に提供しています。詳細はウェブサイト www.jpmorgan.co.jp をご覧下さい。 

 

J.P.モルガンの社会貢献活動（CR）について 

J.P.モルガンは、グローバルに広がるネットワーク、人材、リソースを活用して地域および世界でインクルーシブな経済成長を実現

することをミッションとしています。また、世界各国が直面している社会の課題には、政府だけでなく、企業や非営利団体等が一丸

となって解決の一端を担うべきという考え方をベースに企業責任（CR）活動を展開しています。同時に、社員もそうした社会課題を

理解し、専門力を活かしたプロボノやボランティア活動に積極的に参加しています。日本では、若年無業者や女性に対する就労支

援、起業家やスモールビジネスへの支援、金融リテラシーの向上につながる取り組み、地域コミュニティの活性化、の 4 つの分野

に注力しています。また、東日本大震災の被災地復興支援にも継続して取り組んでいます。 

 

ジュニア・アチーブメントについて 

ジュニア・アチーブメント（JA）は、1919 年米国で発足し、世界 120 以上の国々で青少年のために様々な活動を展開しているグロ

ーバルな経済教育団体です。企業の支援を受けて青少年に無償でプログラムを提供しています。主な活動としては、ビジネスプラ

ンを作成しプレゼンテーションを行うプログラム、意思決定シミュレーション、高校生が会社を経営するカンパニープログラム、各国

の高校生がプログラムを通して相互交流したりコンテストに参加するプログラムの実施など。まさにワールドワイドな体験が可能で

す。毎年 1 千万人の児童・生徒、84,000 以上の学校で、JA プログラムは導入されています。日本本部 JA Japan の設立は 1995

年で、2010 年 7 月に内閣府より公益社団法人ジュニア・アチーブメント日本と認定を受け、毎年 60,000 人以上の子どもたちにプ

ログラムを展開しています。詳細はウェブサイト https://ja-japan.org/をご覧下さい。 
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